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(1) パネル展（令和５年 1月）におけるアンケート調査結果 

令和５年１月に開催したパネル展において、本地区の課題に対する重要度を調査しました。結果

は次のとおりです。 

図 参-1.交通に関する課題 

 

 

 

 

 
 

図 参-2.まちづくりに関する課題 

 

 

 

 

 

 

図 参-3.防災に関する課題 

 

 

 

 

 

 
 

図 参-4.地元団体へのヒアリングによる評価 

 

 

 

 

 

 

図 参-5.まちづくりへの参加意向 

 

 

 

  

「まちづくりに参加したい」 

の回答が約半数を占めている 
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アンケートは下図に示す、用紙を用いた卓上アンケートとして実施しました。 
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(2) 鐘ヶ淵地区まちづくりニュース第 40号の配布 

ニュースの内容は次のとおりです。 
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(3) 小学生アンケート調査結果（令和５年７月） 

隅田小学校・梅若小学校に通う小学４～６年生を対象として実施した、本地区に対する評価と望

む将来のまちについて調査しました。結果は次のとおりです。 

図 参-6.住んでいるまちの評価 

 

図 参-7.特に良いところ・良くなってほしいところ 

 

図 参-8.望む将来のまちの姿 

 

８割以上の 

生徒が良いと回答 

他の選択肢に比べて 

良くないの回答が多い 

生徒が感じる 

特に良いところ 

良い・良くなってほしい双方の意見がある 

生徒が感じる 

特に良くなってほしいところ 

群を抜いて望む声が多い 
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配布したアンケート調査票は次のとおりです。 
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(4) 住民ワークショップ結果（令和５年９月・11月） 

まちづくり計画改定において本地区の将来像を検討するため、鐘ヶ淵の将来像を考えるワーク

ショップ「考えよう！カネガフューチャー」を開催しました。意見交換は３つのグループに分か

れ、意見を出し合って模造紙にまとめる形で行いました。 

■第 1 回 地域の『理想の暮らし』を考えよう 

第１回ワークショップでは、まちづくり分野を「にぎわい/かつどう/こうつう/あんぜん/うる

おい/らしさ」の６つに分類し、各分野における鐘ヶ淵の課題や魅力について意見交換を行いまし

た。また、それら意見をもとに鐘ヶ淵での理想の暮らしについて考え、共有しました。 

 

 

＜当日の様子＞ 

 

 

（ 

  

にぎわい 

・買い物する場所が限られる 

・立ち寄りたくなる個人店が消えてきた 

・高学年の遊び場がない 

・子ども、高齢者に対しての施設、遊び場

があるとよい 

こうつう 

・踏切を広く安全に（高架化） 

・鉄道会社等との協力体制強化 

・歩行者だけでも安全に通れる道にしてほ

しい 

・他の区に行く場合、電車の利便性が以前

よりとても良い 

うるおい 

・公園での遊び方が限定されている 

・まちの中に子どもが遊んでいない 

・鐘ヶ淵通りの街路樹に期待したい 

・フラっと遊べる場がほしい（河川敷と

か） 

 

らしさ 

・墨田区で一番古い町。寺や神社、教会それ

ぞれに歴史がある 

・歴史に触れる機会はない 

・シンボルとなる場所や、拠りどころがない 

 

あんぜん 

・避難路を道路に表示するとよい 

・０ｍ地帯が不安。防災対策が必要 

・町内会と警察によって、治安は守られてい

る 

かつどう 

・地域のイベントを開催してほしい 

・町内活動は活発だが、参加者が限定されて

いる 

・都内では暮らしやすい住環境 

・大学生を引き込みたい 
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■第２回 『将来像』につながるキャッチフレーズを見つけましょう 

第２回ワークショップでは、グループ毎に将来像につながるキャッチフレーズを出し合いまし

た。共通していた点として、鐘ヶ淵は住みやすい場所であり住み続けていきたい、その上で、買

い物の便利さ、体を動かせる場や交流空間、地区の個性を伸ばすことで魅力を高めていくとの考

え方がご意見として挙げられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１班 

２班 

３班 

～ねがい～ 

鐘ヶ淵は暮らしやすいまちであることから、“スローライ
フ”という言葉を軸に、暮らしに必要な便利さや安全のあ
るまちを目指すとともに、日々の暮らしが楽しくなる商店
やイベント、公園などを整備することで、まわりに自慢で
きる鐘ヶ淵になってほしい。 

多世代ゆるく 一番古く新しい思い出の街カネガフチ 

健やかに住みたい下町 

みんなが明るくつながり、安心で、すみよい鐘ヶ淵 

～ねがい～ 

鐘ヶ淵の魅力は暮らしやすい下町であるという点であ
り、ここを活かし、伸ばしながらにぎわいづくり・交通
の安全、快適性確保、災害対策を進めたい。また、「住み
続けられる」よりも「住みたい」と感じることが重要
で、子どもや中高生の集める公園の不足、荒川河川敷の
活用といった健康につながる場づくりも進めてほしい。 

～ねがい～ 

鐘ヶ淵の、独特のゆるさ・のんきさを、一番古くて、かつ
新しいすみだとして残したい。将来、カネガフチでよかっ
たなと思えるような、鐘ヶ淵の歴史とこれからの鐘ヶ淵を
活かしたまちづくりをしてほしい。特に子育て世代や高齢
者が交流できる場や、それらを繋ぐ空間を整備してほし
い。 
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(5) パネル展（令和６年１月）におけるアンケート調査結果 

令和６年１月に開催したパネル展において、本地区で進められている取組の重要度や、具体的な

まちづくりの整備の方向性について調査しました。結果は次のとおりです。 

図 参-9.地区の取組の重要度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 参-10.駅前広場・バス路線について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 参-11.公共施設の整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〇駅前広場に求める機能や施設 〇あると便利な路線バスの行き

〇旧隅田小学校跡地の活用方法 

休憩施設等を 

望む声が多い 地区西側への 

移動需要が高い 

〇都市整備用地（魅力向上ゾーン）の活用方法 

公共施設には 

防災性の向上が 

求められている 幹線道路沿道には 

大規模、街区内には

小規模な商業施設が

求められている 

７割以上の人が 

重要と回答 


